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～今月の表紙～

国見小学校の運動会が行われ
ました。表紙は、最終種目の
上学年紅白対抗リレーでの 1
コマ。接戦の白熱した戦いが
繰り広げられ、会場は大いに
盛り上がりました。

【問い合わせ：歴史まちづくり推進室　☎ 585-2967】

　貞観元年 (859）に僧・堯
ぎょうよう

養により創建されたと伝わっています。現在の御堂は文政 2 年（1737）に再建され、平安
末期作といわれる町有形文化財「阿

あ み だ さ ん そ ん り つ ぞ う

弥陀三尊立像」を安置しています。また「阿
あ み だ ら す い

弥陀垂水」という水場が御堂裏にあり、
眼病や皮膚病に効果があると言い伝えられています。伊達秩父三十四観音の巡礼地（第 16 番札所）となるなど人々の
信仰を集めており、現在も地域の人々により大切に守り伝えられています。

三常院（所在地：国見町大字光明寺字鹿野地内）

『国見のたからもの』№ 25

　【愛称を募集する 4 施設】　

農産物直売所

◆応募方法　応募用紙に記入のうえ、役場庁舎１
　　　　　　階総合案内の応募箱に投函ください。
　　　　　　郵送、FAX による応募も可。町ホー
　　　　　　ムページの応募フォームからも申込
　　　　　　みできます。
◆応募期間　6 月 23 日木まで
◆留意事項　一人何点でも応募できます。
　　　　　　応募用紙は返却しません。

　　　　　　応募作品の著作権などの一切の権利
　　　　　　は、国見町に帰属します。
　　　　　　同じ愛称でも表記が異なる場合は、
　　　　　　別の作品とみなします。
　　　　　　施設の詳細は町ホームページをご覧
　　　　　　ください。
◆問い合わせ　まちづくり交流課道の駅準備室　
　　　　　　　☎ 585-2132

イメージ図

～みんなから愛される道の駅を目指して～
道の駅「国見」と道の駅各施設の愛称を募集します。

　新鮮な町産野菜や果物、花きなどを数多く
取り揃え販売します。

　また、6 次化商品やお土
産品などの物産コーナー
を設け、観光客に喜ばれ
る商品を提供します。

　地元食材をふんだんに使用し、幅広いター
ゲ ッ ト 層 に 喜 ば れ る メ
ニューを取り揃えます。
　町独自の食文化を体感
できるような郷土料理な
ども提供します。

　カフェエリアは落ち着
きがあり、特に女性やカッ
プ ル に「 行 っ て み た い 」
と思ってもらえるような
空間とします。
　国見町産の果物を贅沢に使用したスイーツ
なども販売します。

　個室 4 部屋と大広間の
宿 泊 ス ペ ー ス を 整 備 し、
観光客やビジネスマンな
ど来町者がゆっくりとく
つろぎ、滞在できる施設

を目指します。大広間は企業研修や学生の合
宿などにも使用できます。

カフェ

レストラン

宿泊施設

施設の写真はイメージです。
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平成 28 年度「まち」の新たな取り組み
国見町の新たな取り組みを紹介します。

増
加
す
る
「
空
家
」

　

高
齢
化
や
人
口
減
少
な
ど
社

会
情
勢
の
変
化
に
伴
い
、
全
国

的
に
「
空
家
」
や
「
空
地
」
が

増
え
続
け
て
い
ま
す
。
国
見
町

で
も
増
加
し
て
い
ま
す
。
町
内

の
空
家
は
１
７
６
戸
、
こ
の
う

ち
管
理
さ
れ
ず
危
険
な
状
態
に

あ
る
空
家
が
35
戸
あ
り
ま
す

（
平
成
26
年
調
査
時
点
）。
今
後

も
空
家
や
空
地
が
増
え
る
こ
と

は
確
実
で
、
国
、
県
、
町
と
連

携
し
、
司
法
書
士
や
建
築
士
な

ど
の
専
門
家
の
支
援
を
受
け
な

が
ら
継
続
し
た
対
策
に
取
り
組

ま
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

て
い
な
い
空
家
（
特
定
空
家
）

の
所
有
者
に
対
し
て
、
町
が
助

言
ま
た
は
指
導
、
勧
告
、
命
令
、

行
政
代
執
行
に
よ
り
、
適
正
な

管
理
を
す
る
よ
う
指
導
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
所
有
者

が
町
の
命
令
に
従
わ
な
い
場

合
、
50
万
円
以
下
の
過
料
を
求

め
る
こ
と
が
で
き
る
な
ど
、
所

有
者
へ
の
適
正
管
理
を
強
力
に

促
す
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
特
定
空
家
と
認
定

さ
れ
た
場
合
、
宅
地
に
対
す
る

固
定
資
産
税
の
減
免
が
な
く
な

り
ま
す
。

「
住
ま
い
」
を
守
り
続
け
る

適
正
な
管
理
を
求
め
る

　

平
成
27
年
12
月
に
町
で
は

「
国
見
町
空
家
等
の
適
正
管
理

及
び
活
用
促
進
に
関
す
る
条

例
」
が
定
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
条
例
で
は
「
空
家
等
の

所
有
者
が
適
切
な
管
理
を
行

う
」
こ
と
を
求
め
て
い
ま
す
。

本
来
、
空
家
は
個
人
の
財
産
で

あ
る
た
め
、
所
有
者
が
管
理
す

る
こ
と
が
原
則
で
す
が
、
適
正

に
管
理
さ
れ
て
い
な
い
空
家
が

発
生
す
る
と
、
周
辺
地
域
が
危

険
な
状
態
に
さ
ら
さ
れ
て
し
ま

う
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
適
正
に
管
理
さ
れ

老
朽
化
し
た
危
険
な
空
家
が
全
国
的
に
増
加
し
、
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

国
見
町
で
も
例
外
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
今
後
も
増
加
が
予
想
さ
れ
る
こ
と

か
ら
、
所
有
者
の
管
理
責
任
を
明
確
化
し
、
地
域
の
安
全
・
安
心
な
暮
ら

し
確
保
の
た
め
「
国
見
町
空
家
等
の
適
正
管
理
及
び
活
用
促
進
に
関
す
る

条
例
」
を
定
め
ま
し
た
。

今
月
号
で
は
、
条
例
の
内
容
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

※
写
真
は
イ
メ
ー
ジ
で
す

今
あ
る
建
物
を
大
切
に
使
う

　

こ
の
条
例
は
、
空
家
の
所
有

者
に
適
正
な
管
理
を
促
す
こ
と

の
他
に
、
空
家
を
活
用
す
る
こ

と
も
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
古

民
家
の
よ
う
に
住
宅
は
手
を
入

れ
て
大
切
に
使
え
ば
、何
十
年
、

何
百
年
と
使
用
で
き
ま
す
。

　

戦
後
、
経
済
大
国
と
な
っ
た

日
本
は
「
建
て
て
は
壊
し
、
ま

た
建
て
る
」
と
い
う
考
え
方
が

主
流
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。
こ

れ
か
ら
は
「
き
ち
ん
と
手
入
れ

し
て
、
長
く
大
切
に
使
う
」
と

い
う
社
会
の
変
化
を
促
し
、
過

剰
に
な
っ
て
い
る
新
築
住
宅
の

供
給
か
ら
、
リ
フ
ォ
ー
ム
な
ど

に
よ
る
「
空
家
」
の
利
活
用
を

進
め
て
い
き
ま
す
。

空
家
利
活
用
の
課
題

　

都
市
計
画
法
と
い
う
法
律
に

よ
り
、
建
物
を
建
て
ら
れ
る
土

地
と
原
則
建
物
を
建
て
ら
れ
な

い
土
地
が
あ
り
ま
す
。
国
見
町

は
、
藤
田
、
山
崎
な
ど
の
一
部

以
外
は
原
則
建
物
を
建
て
る
こ

と
が
で
き
な
い
土
地
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　
「
空
家
」
を
活
用
に
つ
な
げ

る
た
め
に
は
、
法
律
の
範
囲
内

で
ど
の
よ
う
に
建
物
を
使
用
す

る
か
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。

◆空家・ふるさと復興支援事業
　東日本大震災・原子力災害で避難している
　人、県外から福島県に移住する人へ、空家
　のリフォーム費用として、最大 190 万円を
　支援します。
◆森と住まいのエコポイント事業
　福島県産木材を使用し、住宅を建築すると
　最大 60 万円分のポイントが還元されます。
◆マッチングサポート事業
　土地を探している人、家を建てたい人など
　へ、不動産事業者、工務店・設計者などを
　紹介します。
◆国見町耐震診断者派遣事業
　昭和 56 年以前に建築した木造建築物に対
　し、耐震診断者の派遣を支援します。

▶「空家」
　常時無人の状態または使用されてい
　ない建物
▶「特定空家」
　適正に管理されていない空家で、そ
　のまま放置すれば倒壊等著しく危険
　となるおそれのある状態、衛生上有
　害となるおそれのある状態の空家
▶「助言・指導・勧告」
　適正に管理されていない空家等の所
　有者へ、適正な管理を促すよう文書
　等で指導します。
▶「命令・公表」
　所有者が勧告に応じない場合、文書
　で命令を行います。命令に応じない
　場合は所有者の住所・氏名等を公表
　します。
▶「行政代執行」
　空家の倒壊などにより、多数の町民
　への被害が発生するおそれがある場
　合、　緊急措置として空家を解体し
　ます。ただし、かかったは費用は所
　有者へ請求します。

今
後
の
展
望

　

町
で
は
、
建
築
士
や
建
築
行

政
機
関
な
ど
の
専
門
家
と
国
見

町
空
家
等
対
策
計
画
を
策
定

し
、
ま
ち
づ
く
り
の
観
点
か
ら

「
空
家
」
の
活
用
に
つ
い
て
検

討
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
、
高
齢
化
、
人
口
減

少
、
雇
用
創
出
な
ど
の
様
々
な

課
題
を
解
決
す
る
た
め
、歴
史
、

福
祉
、
商
業
と
い
っ
た
幅
広
い

支
援
策
を
打
ち
出
し
て
い
き
ま

す
。

▼
問
い
合
わ
せ　

　

建
設
課
管
理
係

　

☎
５
８
５
‐
２
９
７
２

◆国見町耐震改修支援事業
　耐震診断を受けた建物に対し、耐震改修費用
　の支援が最大 100 万円まで受けることができ
　ます。
　
　その他にも、空家除
却費用の低利子融資や
多世代同居のためのリ
フォーム支援など様々
な制度があります。住
宅のことでお悩みの人、
空家の解体や活用を考
えたい人は、お気軽に
建設課まで問い合わせ
ください。

リフォームした住宅の例

住宅に関する支援制度

キーワード
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瑞宝単光章　
元　福島県警部補　

佐藤　信男　さん
　　　　　（板橋）

　元福島県警部補の佐藤信男さんが第 26 回危険業務従事
者叙勲の栄誉に輝きました。
　佐藤さんは昭和 41 年に警察官として須賀川署に配属と
なって以来、湯本駐在所、福島署、富岡署など平成 18 年
3 月に退職されるまでの永きにわたり、県内各地でご活躍
されました。
　県警本部刑事部配属時には機動鑑識隊として事件現場の
鑑識にあたり、事件解決のために第一線で業務にご尽力さ
れました。さまざまな凶悪事件の捜査を行ったそうです。
また、駐在所や地域課にも勤務され、住民から頼られる身
近な存在としても業務にあたられました。
　「朝は早く、夜は遅くまで仕事をする生活でした。家族
の助けがあったからこそ任務を全うすることができまし
た。感謝しています」と話されていました。
　現在、佐藤さんは学校支援ボランティアのメンバーとし
て毎朝子どもたちの通学の安全を見守ってくださっていま
す。

　元ＪＲ金谷川駅長の鈴木竹夫さんが平成 28 年春の叙勲
の栄誉に輝きました。
　鈴木さんは昭和 23 年に国鉄（現ＪＲ）に入社し、福島
駅や郡山駅、貝田駅などに勤務され、昭和 60 年に退職さ
れるまでの永きにわたり、国鉄職員として活躍されました。
　鈴木さんは信号係や貨物の仕分けなど、電車運行に関す
る幅広い業務に尽力されており、金谷川駅が新設された際
には、助役として駅の運営にあたられました。当時は労働
運動が頻繁に行われていたため、管理者として職員との調
整が大変だったそうです。
　印象に残っている出来事は「金谷川駅に勤めていた頃、
大学受験で駅に訪れたが、受験前に財布をなくしてしまい
困っている男子学生に会った。心配せずに受験頑張れと声
をかけ、帰りのきっぷを贈ったところ、後日、母親とその
学生が駅に合格報告に来てくれて、大変感謝された」と話
されていました。

瑞宝単光章　
元　金谷川駅長

鈴木　竹夫　さん
　　　　　（本町）

春の叙勲
国見町民会議開催

　東日本大震災復旧復興対策推進国見町民会議が
5 月 25 日に開催され、昨年度の復旧復興事業の取
り組みを振り返るとともに、平成 28 年度事業の
推進を確認しました。
　会議では、除染作業の進捗状況、仮置場の確保
状況、県北浄化センター下水汚泥対策、農産物等
の風評被害対策、健康管理事業への積極的な取り
組みが報告されました。
　平成 28 年度については、道路除染、森林（生活圏）
除染、水道施設の除染等を進めるとともに、墓地（通
路）、里山等の除染についても検討していきます。
また、農産物等の風評被害対策、健康管理事業な
どの推進に引き続き積極的に取り組むことを確認
しました。

小坂方部１号仮置場でも
住民監視を開始！

　除去土壌等の搬入が終了し遮へい等がすべて完
了した仮置場は、住民による安全性の確認を目的
に、6 月 2 日から小坂方部 1 号仮置場（泉田字大
松山地内）外周の空間線量率の測定を小坂方部会
にお願いしました。
　町内の仮置場で住民による監視を実施している
仮置場は、森江野方部 1 号、藤田方部 1 号仮置場
に次いで 3 箇所目となります。

空き地等の除染を完了！　
　空き地等の除染については、平成 27 年度から
の繰越事業として早期完了に向けて取り組んでお
りましたが、5 月末で完了しました。

	

除染完了件数

空き地等 　　　　　　363 件

観月台文化センターホールで開催された町民会議

町政アドバイザーを委嘱
　町では、放射能対策・除染対策の推進に向けて、
専門的な知識や経験に基づく助言・指導を得るた
めに国見町町政アドバイザーとして、昨年に引き
続き福島大学共生システム理工学類特任教授の河
津賢澄氏に委嘱しました。
　河津賢澄氏は福島県職員としての経歴を持ち、
原子力や廃棄物、エネルギー問題に精通しており、
住宅除染や安全・安心な健康対策等について、ア
ドバイスをいただきます。

太田町長から委嘱状を交付空間線量率測定の様子
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第 5 回
国見小学校大運動会

（5 月 21 日）

・代表者　秦　美子
・活動日　毎月 2 回（日曜日）
・主な活動場所　観月台文化センター
・会員数　 8 人
・会　費　 3,000 円 / 月 
・連絡先　☎ 585-3730

−プロフィール−

VOL.57

不二浪会

存
続
の
危
機
を
乗
り
越
え
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　

現
在
は
、
桑
折
町
の
不
二
浪

流
三
代
目
家
元
不
二
浪
京
弥
先

生
を
お
迎
え
し
、
ご
指
導
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。
先
生
は
、
細

か
く
、
と
て
も
丁
寧
で
わ
か
り

や
す
く
教
え
て
く
だ
さ
り
ま

す
。
小
学
生
の
子
ど
も
か
ら
大

人
ま
で
み
ん
な
で
楽
し
く
お
稽

古
し
て
い
ま
す
。

　

練
習
の
成
果
は
、
町
の
文
化

祭
や
不
二
浪
流
の
発
表
会
で
披

露
し
て
い
ま
す
。
4
月
24
日
に

は
「
不
二
浪
舞
踊　

第
10
回
春

爛
漫　

花
の
舞
」
を
観
月
台
文

化
セ
ン
タ
ー
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

し
た
ホ
ー
ル
で
開
催
し
、
日
頃

の
お
稽
古
の
成
果
を
披
露
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
大
勢
の

お
客
さ
ん
に
来
て
い
た
だ
き
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

6
月
26
日
に
は
「
第
8
回
福

島
市
ふ
れ
あ
い
舞
踊
祭
」
が
福

島
市
の
福
島
県
文
化
セ
ン
タ
ー

で
行
わ
れ
ま
す
。
不
二
浪
会
会

員
も
踊
り
ま
す
の
で
見
に
来
て

く
だ
さ
い
。

　

舞
踊
へ
興
味
の
あ
る
人
は
、

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
す
ば

ら
し
い
先
生
と
会
員
一
同
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

　

不
二
浪
会
は
日
本
舞
踊
の

サ
ー
ク
ル
で
、
昭
和
55
年
8
月

か
ら
活
動
が
始
ま
り
ま
し
た
。

当
時
は
、
桑
折
町
の
不
二
浪
流

師
範
不
二
浪
京
秋
先
生
に
来
て

い
た
だ
き
、
踊
り
の
お
稽
古
を

し
て
い
ま
し
た
。
敬
老
会
や
7

月
に
行
わ
れ
る
ゆ
か
た
ざ
ら
い

な
ど
で
練
習
の
成
果
を
披
露

し
、
楽
し
く
活
動
し
て
い
ま
し

た
。

　

途
中
会
員
が
減
少
し
、
2
人

と
な
っ
た
時
期
も
あ
り
ま
し

た
。
な
ん
と
か
続
け
て
い
き
た

い
と
の
思
い
か
ら
、
2
人
で
も

頑
張
っ
て
活
動
を
続
け
て
き
た

と
こ
ろ
、会
員
が
徐
々
に
増
え
、

県北中学校

工藤　彰悟

仲野　美悠

吉田　ちなつ
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寄附を手渡す京弥さん（中央）と京翔さん（右）

　福島信用金庫は 5 月 2 日、信用金庫合併 40 周年を記念して、
町に対して寄附をされました。
　贈呈式は国見町役場で行われ、樋口郁雄理事長が太田久雄
町長へ寄附金を手渡しました。太田町長は「町の活性化のた
め有効に活用させていただきます。今後も様々な面での連携
をお願いします」と述べました。

たくさんの人で賑わった観月台公園

　国見ソフトボールスポーツ少年団の結団式が 5 月 3 日、森
江野町民センターで行われました。
　結団式では、松浦司団長が「団員の心得を忘れず活動して
ください」とあいさつしました。団員紹介では、一人一人が「元
気に声を出します」「レギュラーになれるよう頑張ります」な
ど力強く今年の抱負を発表しました。

新体制での活躍を誓う
　国見ソフトボールスポ少結団式

太田町長に寄附を手渡す樋口理事長

今年も頑張ります！

町の活性化へ役立てて
　福島信用金庫から寄附

歩いて心も体も健康に

歩いて町の春を感じる
　町民ウォーキング大会
　春の町民ウォーキング大会が 4 月 24 日、森江野地区をめぐ
るコースで行われ、約 65 人が参加しました。
　コース途中の中尊寺蓮池や阿津賀志山防塁では、町文化財
ボランティアの笠松金次さんから歴史にまつわる解説もあり
ました。参加者は快晴の青空の下、それぞれのペースでウォー
キングを楽しみました。

町の復興支援のため
　不二浪会から寄附

新鮮な野菜や苗木を販売
　第 58回農業市
　農業市が 5 月 5 日、観月台公園で開かれ、町内外から多く
の人が訪れました。
　農業市は今年で 58 回目の開催となり、公園内には野菜や花
などの苗木、農業資材などを扱う店など約 60 店舗が出店しま
した。来場者は、露店に並べられたたくさんの商品を眺めな
がら買い物を楽しみました。

　日本舞踊不二浪会は 5 月 9 日、町の復興支援に役立ててほ
しいとの目的で、町に対して寄附をされました。
　贈呈式では、不二浪流三代目家元の不二浪京弥さんと師範
の不二浪京翔さんが太田久雄町長へ寄附金を手渡しました。
寄附金は、4 月 24 日に開催された「不二浪舞踊第 10 回春爛
漫花の舞」でのチャリティー募金で集まったものです。桐目木山散策を堪能する参加者

　町の魅力を体験してもらう「くにみしゅらん」が 5 月 28 日
から 29 日にかけて、首都圏の女性 9 人を招いて行われました。
　旧佐藤家住宅での内谷太々神楽鑑賞、奥山家洋館でのディ
ナーコンサート、果樹園での桃の実摘み体験、小坂婦人会に
よる手料理のおもてなし、小坂地区での桐目木山散策など新
緑の国見町を 2 日間満喫してもらいました。

　「日本作曲家協会会長叶弦大杯第 17 回みちのく歌謡祭」の
グランプリ部門に出場し、優勝した舟山恵美子さん（藤田光陽）
が 5 月 16 日、太田久雄町長へ優勝を報告しました。
　舟山さんは国見カラオケ愛好会や福島演歌塾に所属し、様々
な大会で入賞し、活躍されています。「みなさんの応援のおか
げで受賞できました。感謝しています」と喜びを報告しました。

歌で元気を発信
　舟山さんがみちのく歌謡祭で優勝

優勝おめでとうございます

　満 100 歳を迎えた松野トリさんへの県知事賀寿記念品贈呈
と町敬老祝金贈呈が 5 月 12 日、特別養護老人ホーム国見の里
で行われました。
　永山幾男県北保健福祉事務所健康福祉部長が知事賀寿と記
念品を手渡し、太田久雄町長が祝金、東海林一樹町議会議長
が花束を贈り、100 歳を祝いました。

元気に長生きしてください
　松野トリさん 100 歳のお祝い

みんなで手遊び楽しいな

100 歳の誕生日を迎えた松野さん

おいしいいちごありがとうございます

甘くて大きないちご
　ごちそうさまでした！

　ふくしま未来農業協同組合は 5 月 11 日、くにみ幼稚園で園
児へいちごを贈呈しました。
　伊達地区で生産された、安全でおいしいいちごを管内の子
どもたちに食べてもらおうと贈呈されたものです。園児は、
真っ赤な甘いいちごを口いっぱいにほおばりながら、地域の
味を楽しみました。

今年も元気にスタート
　イキイキ子育てクラブ開所式

　イキイキ子育てクラブの開所式が 5 月 11 日、藤田保育所内
の地域子育て支援センターで行われました。
　クラブには就学前の幼児と保護者が参加しています。これ
からお絵かきなど様々な活動を通して、親子同士交流を深め
ていきます。参加者を募集していますので、希望する人は藤
田保育所（☎ 585-2374）まで問い合わせください。

新緑の国見町でおもてなし
　くにみしゅらん
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●　　　　　　 　　　　　　　 　　　　　　　 　　　　　　　 　　　　　●　

＊＊＊乳児健診＊＊＊
該当児 実施日 受付時間 会場

・3 か月児（平成 28 年 4 月生まれ）
・9 か月児（平成 27 年 10 月生まれ）

8 月 25 日木
午後 1 時 15 分から
　　午後 1 時 45 分

観月台文化センター
第 1 和室

【健診内容】　医師の指導、身体測定、調乳、離乳、予防接種などについて
　　　　　　9 か月児は、歯科衛生士による歯に関するお話も予定しています。

《持参するもの》　母子健康手帳を忘れずに！　　　　　

＊＊＊ニコニコ相談会＊＊＊
対象者 実施日 実施時間 会場

国見町在住の妊婦
国見町在住の乳幼児及びその保護者

8 月 24 日水
午前 10 時から　　
　　午前 11 時 30 分

子育て支援センター
（藤田保育所内）

【実施内容】　身体計測、栄養相談、子育て相談等について保健師、栄養士がお待ちしております。
《持参するもの》　母子健康手帳、お子さんの飲み物（水筒にいれて）を忘れずに！
《申し込み方法》　前日まで保健福祉課または藤田保育所（☎ 585-2374）に電話でお申し込みください。　　　　　

●　　　　　　 　　　　　　　 　　　　　　　 　　　　　　　 　　　　　●　

＊＊＊ 3 歳 6か月児健診＊＊＊
該当児 実施日 受付時間 会場

平成 24 年 12 月   1 日から
平成 25 年   2 月 28 日生まれの幼児

8 月 30 日火
午後 1 時 30 分から
　　午後 1 時 45 分

森江野町民センター

【健診内容】　内科と歯科の医師の診察、生活保健指導、視力・聴力検査などを行います。
　　　　　　心理判定員による相談・指導…子育てに関する不安や悩み等、お気軽にご相談ください。
　　　　　　健診該当者には後日健診票を郵送します。

《持参するもの》　母子健康手帳を忘れずに！　　　　　

インフォメーション

「女性のミカタ健康サポートコール」のお知らせ

　予期しない妊娠や、女性のからだに関する相談は、最寄りの保健福祉事務所で相談できます。あな
たが抱えるからだや心の悩みに保健師が対応します。

◆相談窓口　　県北保健福祉事務所　
　　　　　　　専用コール☎ 535-5615
◆相談時間　　平日　午前 9 時から午後 5 時
◆相談費用　　無料

保健福祉課　保健係　☎ 585-2783
E-mail:hoken@town.kunimi.fukushima.jp　

　食育月間では、国、地方公共団体、関係団体などが協力して、食育推進運動を重点的かつ効果的に
実施し、食育の一層の浸透を図ることとしています。
　食育は、国民が生涯にわたって健全な心身を培い、豊かな人間性を育むことができるようにするた
めの重要なテーマです。食育月間をきっかけに、みなさん一人一人ができることから実践してみては
いかがでしょうか。

●高血圧予防は減塩から
　塩分の摂り過ぎは高血圧を招き、脳梗塞、心筋梗塞などを引き起こす原因にもなります。胃
がんのリスクも高めるので、日頃から減塩に努めましょう。
●毎日あと 1 皿の野菜を
　野菜に多く含まれるカリウムは体内の余分なナトリウムを排出し、血圧の上昇を防ぐ働きを
します。生活習慣病予防のために、毎日あと 1 皿（70g）の野菜を食べましょう。

国見町健康ポイント事業にご参加ください！！
　6 月 11 日から国見町健康ポイント事業（ふくしま健民カード事業）がスタートします。

Q．どんな事業？
　　毎日の健康づくりの取り組みなどにポイントをつけて、一定のポイントを貯めると「ふく
　　しま健民カード」が発行されます。そのカードを協力店に提示すると様々な特典が受けら
　　れます。また、カードを受け取る時にプレゼントキャンペーンに応募でき、抽選で豪華賞
　　品が当たります。抽選は 11 月と 3 月の 2 回です。
Q.　だれでも参加できる？
　　町内在住の 18 歳以上の人（高校生は除く）であれば参加できます。6 月中旬に各家庭に「平
　　成 28 年度国見町健康ポイント事業記入台紙」を配布します。また、保健福祉課保健係窓口
　　でも配布します（6 月 13 日以降）。
Q.　ポイントって何するの？
　　毎日の健康行動を決めて 30 日間達成すると 1000 ポイント贈呈します。そのほかに町の事
　　業への参加、健康診査の受診、献血への協力などでボーナスポイントが贈呈されます。
Q.　ポイントが貯まったら？
　　ポイントが貯まったら記入台帳を保健福祉課保健係までお持ちください（平日午前 8 時 30
　　分から午後 5 時 15 分）。ポイントの計算についても、お気軽にご相談ください。
Q.　協力店は？
　　福島県ホームページでご覧になれます。カード発行時にも一覧を配布します。

減塩と野菜摂取で生活習慣病予防
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国
見
町
消
防
団
定
期
点
検

　

国
見
町
消
防
団
の
定
期
点
検

を
実
施
し
ま
す
。

▼
日
時　

6
月
19
日
日
午
前
8

時
30
分
か
ら
車
上
観
閲
、
午
前

9
時
か
ら
定
期
点
検

▼
会
場　
【
車
上
観
閲
】
藤
田

商
店
街
（
つ
く
だ
や
交
差
点
～

む
さ
し
や
交
差
点
）（
荒
天
時

中
止
）【
定
期
点
検
】
国
見
小

学
校
校
庭
（
雨
天
時
グ
リ
ー
ン

ア
リ
ー
ナ
９
２
３
）

問
住
民
生
活
課
住
民
防
災
係

☎
５
８
５
‐
２
１
１
６

国
見
町
結
婚
世
話
や
き

人
募
集

　

町
で
は
、
結
婚
に
向
け
て
の

ア
ド
バ
イ
ス
や
出
会
い
の
き
っ

か
け
を
提
供
す
る
な
ど
の
支
援

活
動
を
行
う
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を

募
集
し
「
結
婚
世
話
や
き
人
」

と
し
て
登
録
し
ま
す
。
説
明
会

を
開
催
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
参

加
く
だ
さ
い
。

【
募
集
説
明
会
】

▼
日
時　

6
月
25
日
土
午
前
10

時
か
ら
午
前
11
時
30
分

▼
会
場　

国
見
町
観
月
台
文
化

セ
ン
タ
ー
大
研
修
室

▼
対
象　

町
内
在
住
ま
た
は
町

内
に
勤
務
す
る
人
で
、
結
婚
世

話
や
き
人
に
興
味
の
あ
る
人
や

活
動
し
た
い
人

▼
講
師　

ヒ
ュ
ー
レ
ッ
ク
ス
株

式
会
社
地
方
創
生
推
進
室
長
、

マ
リ
ッ
ジ
パ
ー
ト
ナ
ー
ズ
株
式

会
社
し
あ
わ
せ
部
長　

浅
野
有

史
さ
ん

▼
申
込
み　

6
月
20
日
月
ま
で

に
保
健
福
祉
課
社
会
福
祉
係
へ

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

　

説
明
会
に
参
加
し
、
活
動
に

同
意
い
た
だ
け
る
人
を
「
世
話

や
き
人
」と
し
て
登
録
し
ま
す
。

問
保
健
福
祉
課
社
会
福
祉
係

☎
５
８
５
‐
２
７
９
３

お
知
ら
せ

第 21回義経まつり

　今年の義経まつりは 9 月 23 日が平日のため、
9 月 22 日に開催することが 4 月 27 日に開かれ
た国見町まちづくり推進協議会で決定されまし
た。
　また、5 月 31 日には第 21 回義経まつり実行
委員会が結成され、義経まつり開催へ向け、準
備が始まりました。

開催日決定 !!
9 月 22 日

（祝・木曜日）

住
宅
の
耐
震
診
断
を
し

て
み
ま
せ
ん
か
？

　

町
で
は
、
木
造
住
宅
耐
震
診

断
者
派
遣
事
業
を
行
っ
て
い
ま

す
。
建
築
士
が
耐
震
診
断
を
行

い
、
耐
震
改
修
計
画
を
策
定
し

ま
す
。
併
せ
て
、
耐
震
改
修
に

か
か
る
概
算
費
用
を
算
出
し
ま

す
。

▼
対
象　

①
所
有
者
が
自
ら
居

住
す
る
住
宅
②
昭
和
56
年
5
月

31
日
以
前
に
工
事
に
着
手
し
た

戸
建
て
住
宅
※
そ
の
他
要
件
が

あ
り
ま
す
の
で
、
建
設
課
へ
相

談
く
だ
さ
い
。

※
木
造
住
宅
耐
震
診
断
に
よ
り

耐
震
改
修
計
画
を
策
定
し
た
人

に
木
造
住
宅
耐
震
改
修
に
関
す

る
費
用
の
支
援
措
置
が
あ
り
ま

す
。

▼
支
援
内
容　

①
全
面
改
修
は

最
大
１
０
０
万
円
の
助
成
②
簡

易
改
修
・
部
分
改
修
は
最
大

60
万
円
の
助
成
。
な
お
、
工
事

費
用
の
2
分
の
1
が
上
限
額
と

な
り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
建
設
課
へ
相
談
く

だ
さ
い
。

問
建
設
課
管
理
係

☎
５
８
５
‐
２
９
７
２

児
童
手
当
の
現
況
届

　

児
童
手
当
を
受
給
し
て
い
る

人
は
6
月
に
現
況
届
を
提
出
し

て
い
た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま

す
。
該
当
す
る
人
に
は
現
況
届

の
案
内
を
送
付
し
ま
す
の
で
、

送
付
の
あ
っ
た
人
は
6
月
30
日

木
（
土
日
は
除
く
）
ま
で
に
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。
現
況
届
の

提
出
が
な
い
場
合
、
6
月
分
以

降
の
手
当
の
支
給
が
受
け
ら
れ

な
く
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

※
平
成
28
年
1
月
1
日
現
在
で

国
見
町
に
住
所
の
な
い
人
は
、

前
住
所
地
の
市
町
村
か
ら
「
平

成
28
年
度
所
得
・
課
税
証
明
書
」

を
取
り
寄
せ
て
、
あ
わ
せ
て
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

問
保
健
福
祉
課
社
会
福
祉
係

☎
５
８
５
‐
２
７
９
３

国
民
年
金
保
険
料
の
免

除
制
度

　

収
入
が
少
な
い
な
ど
の
理
由

で
国
民
年
金
を
納
め
ら
れ
な
い

人
の
た
め
に
免
除
制
度
や
納
付

猶
予
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　

免
除
に
は
全
額
免
除
の
ほ

農業委員会からの
お知らせ

　6 月の農業委員会定例総会は次のと
おりです。傍聴においでください。

　◆日　時　6 月 20 日月　
　　　　　　午後 1 時 30 分から
　◆場　所　国見町役場　
　　　　　　2 階　大会議室

　◆問い合わせ　農業委員会事務局
　　　　　　　　☎ 585-2890

か
、
4
分
の
3
、
2
分
の
1
、

4
分
の
1
を
納
付
す
る
と
残
り

の
保
険
料
が
免
除
と
な
る
一
部

免
除
や
30
歳
未
満
の
人
が
対
象

と
な
る
若
年
者
納
付
猶
予
制
度

が
あ
り
、
本
人
、
配
偶
者
、
世

帯
主
の
各
々
の
前
年
の
所
得
等

で
審
査
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
免

除
等
を
受
け
た
過
去
の
期
間
の

保
険
料
は
、
10
年
前
ま
で
さ
か

の
ぼ
っ
て
納
め
る
こ
と
も
で
き

ま
す
。
平
成
28
年
度
分
の
免
除

等
の
申
請
受
付
は
7
月
か
ら
と

な
り
ま
す
の
で
、
免
除
等
を
希

望
さ
れ
る
人
は
、
年
金
手
帳
・

印
鑑
を
お
持
ち
の
う
え
役
場
保

健
福
祉
課
で
申
請
し
て
く
だ
さ

い
。

問
保
健
福
祉
課
国
保
係　
　

☎
５
８
５
‐
２
７
８
５

東
北
福
島
年
金
事
務
所　

☎
５
３
５
‐
０
１
４
１

高
齢
者
向
け
給
付
金
の

申
請
は
お
済
み
で
す
か

　

現
在
、
高
齢
者
向
け
給
付

金
（
年
金
生
活
者
等
支
援
臨
時

福
祉
給
付
金
高
齢
者
向
け
給
付

金
）
の
申
請
を
受
け
付
け
て
い

ま
す
。
該
当
す
る
と
思
わ
れ
る

人
に
は
申
請
書
が
送
付
さ
れ
て

い
ま
す
。
ま
だ
、
申
請
さ
れ
て

い
な
い
人
は
7
月
14
日
木
ま
で

に
保
健
福
祉
課
で
申
請
し
て
く

だ
さ
い
。

　

ご
自
身
が
対
象
と
な
る
か
、

制
度
の
こ
と
な
ど
不
明
な
点
に

つ
い
て
は
、
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

問
保
健
福
祉
課
社
会
福
祉
係

☎
５
８
５
‐
２
７
９
３

放
送
大
学
10
月
入
学
生

募
集

　

放
送
大
学
で
は
、
平
成
28
年

度
第
2
学
期
（
10
月
入
学
）
の

学
生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

放
送
大
学
は
テ
レ
ビ
、
ラ
ジ

オ
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用

し
て
授
業
を
行
う
通
信
制
の
大

学
で
す
。

　

心
理
学
・
福
祉
・
経
済
・
歴

史
・
文
学
・
自
然
科
学
な
ど
幅

広
い
分
野
を
学
べ
ま
す
。

　

資
料
を
無
料
で
差
し
上
げ
て

い
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
請
求

く
だ
さ
い
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

▼
出
願
期
間　
（
第
1
回
）
8

月
31
日
ま
で
（
第
2
回
）
9
月

20
日
ま
で

問
放
送
大
学
福
島
学
習
セ
ン

タ
ー

☎
９
２
１
‐
７
４
７
１

くらしの情報
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「心配ごと相談」
  　 開催日　  7 月 14 日木、28 日木

   　時　間 　 午前 9 時から正午

   　場　所 　 観月台文化センター第 2 和室

   　相談員  　民生児童委員

 「障がい者相談」
        開催日　7 月 19 日火　

        時　間　午前 10 時から午後 4 時

        場　所　役場庁舎　小会議室

        相談員　NPO 法人「ひびきの会」

※秘密は厳守いたします。費用はかかりません。予約制ではありません。お気軽にご来場ください。
◆問い合わせ　保健福祉課社会福祉係　☎ 585-2793

7 月の
相談会

か
ら
印
刷
で
き
ま
す
。

問
ま
ち
づ
く
り
交
流
課
道
の
駅

準
備
室

☎
５
８
５
‐
２
１
３
２

視
覚
障
が
い
者
の
教
育

相
談

　

疾
病
な
ど
に
よ
る
視
機
能
低

下
（
著
し
い
視
力
低
下
や
視
野

狭
窄
、
視
野
欠
損
等
）
で
、
進

学
や
就
労
で
お
困
り
の
人
の
教

育
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。
お

気
軽
に
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

▼
日
時　

毎
月
第
2
・
4
週
の

月
か
ら
金
午
前
9
時
か
ら
午
後

4
時

▼
対
象　

原
則
18
歳
以
上
の
人

（
高
校
生
も
可
）

問
県
立
盲
学
校

☎
５
３
４
‐
２
５
７
４

平
成
28
年
度
国
家
公
務

員
「
税
務
職
員
採
用
試

験
」（
高
校
卒
業
程
度
）

　

仙
台
国
税
局
で
は
、
税
務
の

ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
と
し
て
活
躍

す
る
バ
イ
タ
リ
テ
ィ
ー
あ
ふ
れ

る
税
務
職
員
を
募
集
し
て
い
ま

す
。

くらしの情報

　

国
の
財
政
を
支
え
る
税
務
職

員
に
、
あ
な
た
も
チ
ャ
レ
ン
ジ

し
て
み
ま
せ
ん
か
？

▼
受
験
資
格　

①
高
卒
見
込
の

人
及
び
高
卒
後
3
年
を
経
過
し

て
い
な
い
人
②
人
事
院
が
①
に

掲
げ
る
人
と
同
等
の
資
格
が
あ

る
と
認
め
る
人

▼
受
験
申
込
受
付
期
間　

6
月

20
日
月
か
ら
6
月
29
日
水
ま
で

▼
受
験
申
込
方
法　

受
験
申
込

み
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
込
み

と
す
る（
人
事
院
Ｈ
Ｐ
）。な
お
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
申
し
込
め

な
い
場
合
は
、
受
験
申
込
受
付

期
間
前
に
仙
台
国
税
局
人
事
第

二
課
ま
た
は
人
事
院
東
北
事
務

局
へ
連
絡
す
る
。

▼
第
1
次
試
験
日　

9
月
4
日

日問
仙
台
国
税
局
人
事
第
二
課
試

験
研
修
係　

☎
０
２
２
‐
２
６
３
‐

１
１
１
１
（
内
線
３
２
３
６
）

人
事
院
東
北
事
務
局　

☎
０
２
２
‐
２
２
１
‐

２
０
２
２

道
の
駅
「
国
見
」
出
荷

組
合
会
員
募
集

　

道
の
駅
「
国
見
」
で
、
み
な

さ
ん
が
作
っ
た
米
・
野
菜
・
果

樹
・
花
き
・
工
芸
品
・
加
工
品
・

特
産
品
（
商
工
品
）
な
ど
を
自

分
で
値
段
を
つ
け
て
販
売
し
て

み
ま
せ
ん
か
？

　

作
る
喜
び
や
販
売
す
る
喜
び

を
一
緒
に
実
感
し
な
が
ら
道
の

駅
を
盛
り
上
げ
て
い
き
ま
し
ょ

う
。
わ
か
ら
な
い
こ
と
が
あ
れ

ば
、
気
軽
に
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
入
会
資
格　

町
内
及
び
近
隣

市
町
村
に
お
住
い
の
農
家
の
人

及
び
世
帯
構
成
員
ま
た
は
商
工

会
、
特
産
品
、
花
き
生
産
者
、

工
芸
品
、
加
工
食
品
生
産
者
の

人▼
出
荷
品
目　

会
員
が
生
産
・

製
造
し
た
農
産
物
、
加
工
品
な

ど▼
入
会
金　

一
律
2
千
円

▼
年
会
費　

町
内
2
千
円
、
町

外
3
千
円

▼
申
込
方
法　

申
込
用
紙
と
入

会
金
を
ま
ち
づ
く
り
交
流
課
ま

で
提
出
く
だ
さ
い
。
申
込
用
紙

は
ま
ち
づ
く
り
交
流
課
で
配
布

ま
た
は
道
の
駅
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

モ
ン
ド
セ
レ
ク
シ
ョ
ン
２
０
１
６

蒸
留
酒
・
リ
キ
ュ
ー
ル
部
門
で
金
賞
受
賞

　　
　　人口　　  9,573 人　（△ 13）
　　  男　　    4,607 人　（△ 10）
     　 女　         4,966 人　（△ 3）　
　    世帯　  　3,414 世帯（+5）
   ※ 広報くにみでは住民基本台帳
　　人口を掲載しています。   

人口と世帯（平成 28 年 4 月 30 日現在）

　毎週木曜日は住民生活課戸籍係窓口業務を
午後 7時まで延長しています

≪窓口延長の日≫　 6 月 16 日、23 日、30 日
　　　　　　　　     7 月 7 日、  14 日、21  日、28 日
≪交付できる証明書等≫住民票・戸籍証明書、印鑑登録証明
書の交付、印鑑登録、戸籍の届出

※取扱いできない手続き　転入・転出・転居等の住所異動の　
　届出、税証明書等の交付はできません。
※詳しくは、戸籍係までお問い合わせください。
問住民生活課戸籍係　☎ 585-2115

戸籍の窓口からのお知らせ　掲載を希望されない方は、届出の際
にお申し出ください。

●おくやみ申し上げます●

戸 籍 の 窓 口
4 月 21 日～ 5 月 20 日受付分

 広報くにみに掲載された写真を希望する方は、総務課

☎ 585-2111（代表）までご連絡ください。

   【当町窓口で受付した方で、町内に

　住所を有する方を掲載しています】

齋藤　幸夫さん 59 （ 第 ３ ）
佐藤　敏子さん 88 （ 北 部 ）
相原　　典さん 87 （ 太 田 川 ）
富田　アイさん 80 （ 第 １ ２ ）
髙橋　サタさん 87 （山崎小舘）
安藤　守茂さん 93 （ 前 田 ）
東海林健次郎さん 88 （国見の里）
阿部　きみさん 94 （ 大 木 戸 ）
大沼　武夫さん 85 （ 貝 田 ）
松浦トシ子さん 81 （石母田原）
髙橋　チイさん 88 （ 山 崎 北 ）
笹木　　弘さん 75 （ 内 谷 東 ）

●誕 生 お め で と う ●　

小島　律
りつ

ちゃん
広行さん　悠さん （ 第 １ ２ ）

髙橋　美
み は る

晴ちゃん
政哉さん　有香さん （ 高 城 ）

船山　莉
り お な

央奈ちゃん
秀樹さん　弘美さん （山崎宮舘）

くらしの情報

●結 婚 お め で と う ●　

八島　靖浩さん
大枝　陽子さん （ 錦 町 ）

菊地　　渉さん
車田　沙織さん （ 滝 山 ） 事

業
主
の
み
な
さ
ん
へ

労
働
保
険
の
年
度
更
新

等
の
お
知
ら
せ

　

平
成
28
年
度
の
労
働
保
険
の

年
度
更
新
の
申
告
期
限
は
7
月

11
日
で
す
。

　

期
限
ま
で
に
、
最
寄
り
の
銀

行
、
郵
便
局
、
労
働
基
準
監
督

署
、
福
島
労
働
局
で
手
続
き
を

お
願
い
し
ま
す
。

　

労
働
保
険
の
年
度
更
新
は
電

子
申
請
を
、
労
働
保
険
料
等
の

の
納
付
は
口
座
振
替
を
利
用
く

だ
さ
い
。

問
福
島
労
働
局
総
務
部
労
働
保

険
徴
収
室

☎
５
３
６
‐
４
６
０
７

労
使
困
り
ご
と
相
談
窓
口

　

職
場
の
中
で
起
き
て
い
る
、

賃
金
や
退
職
、
人
間
関
係
な
ど

に
関
す
る
困
り
ご
と
や
疑
問
に

つ
い
て
の
相
談
を
お
受
け
し
ま

す
。
相
談
は
無
料
で
秘
密
は
厳

守
し
ま
す
。

　

相
談
は
、
平
日
の
面
談
や
電

話
で
の
相
談
の
ほ
か
、
フ
ァ
ッ

ク
ス
や
電
子
メ
ー
ル
で
随
時
受

け
付
け
て
い
ま
す
。
お
気
軽
に

相
談
く
だ
さ
い
。

問
福
島
県
労
働
委
員
会
事
務
局

（
福
島
市
中
町
8
‐
2
）

☎
５
２
１
‐
７
５
９
４

Ｆ
Ａ
Ｘ
５
２
１
‐
７
５
９
６

国
立
宮
古
海
上
技
術
短

期
大
学
校
オ
ー
プ
ン

キ
ャ
ン
パ
ス

　

国
立
宮
古
海
上
技
術
短
期
大

学
校
は
、
国
土
交
通
省
が
所
管

す
る
学
校
で
、
優
秀
な
船
舶
運

航
技
術
者
の
育
成
を
目
的
と

し
、
海
と
船
を
フ
ィ
ー
ル
ド
に

学
ん
で
い
ま
す
。
オ
ー
プ
ン

キ
ャ
ン
パ
ス
を
開
催
し
ま
す
。

▼
日
時　

6
月
11
日
土
、
7
月

2
日
土
、
7
月
23
日
土
、
10
月

8
日
土
午
前
10
時
か
ら
午
後
2

時国
立
宮
古
海
上
技
術
短
期
大
学

校
教
務
課

☎
０
１
９
３
‐
６
２
‐

５
３
１
６
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行事のお知らせ

こうやるんだよ

今年も 1 年よろしくお願いします

体
験
活
動
を
通
し
て
み
ん
な
仲
間
に

　

少
年
仲
間
づ
く
り
教
室
開
講
式

　

く
に
み
女
性
教
室
開
講
式
は

5
月
11
日
、
観
月
台
文
化
セ
ン

タ
ー
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
年

度
は
、
新
入
生
3
人
を
迎
え
34

人
で
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

開
講
式
で
は
岡
崎
忠
昭
教
育

長
か
ら
「
女
性
教
室
で
の
学
び

を
家
庭
や
地
域
に
還
元
し
て
く

だ
さ
い
」
と
あ
い
さ
つ
が
あ
り

ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
今
年
度
の
学
習
計

画
に
つ
い
て
話
し
合
い
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
6
月
の
移
動
教
室

「
つ
る
し
飾
り
見
学
」
を
皮
切

　

少
年
仲
間
づ
く
り
教
室
が
5

月
14
日
に
開
講
し
ま
し
た
。
少

年
仲
間
づ
く
り
教
室
は
、
キ
ャ

ン
プ
や
ス
ポ
ー
ツ
、
稲
刈
り
体

験
や
陶
芸
な
ど
様
々
な
活
動
を

通
じ
て
、
地
域
の
み
な
さ
ん
と

伸
び
ゆ
く
子
ど
も
た
ち
の
育
成

を
め
ざ
す
こ
と
を
目
的
に
行
わ

れ
て
い
ま
す
。
開
講
式
に
は
、

国
見
小
学
校
4
年
生
か
ら
6
年

生
55
人
の
教
室
生
が
参
加
し
ま

し
た
。

　

今
年
も
福
島
大
学
の
学
生
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
や
、
専
属
の
指
導

員
が
入
り
、
よ
り
幅
広
い
活
動

が
出
来
る
こ
と
と
な
り
ま
し

た
。

　

開
講
式
で
は
、
岡
崎
忠
昭
教

育
長
と
阿
部
雅
好
国
見
小
学
校

長
か
ら
「
よ
り
多
く
の
友
達
と

絆
を
深
め
て
く
だ
さ
い
」
と
あ

い
さ
つ
が
あ
り
ま
し
た
。

　

開
講
式
に
引
き
続
き
、
町
社

会
教
育
指
導
員
の
渡
邊
勝
則
先

生
を
講
師
に
マ
ジ
ッ
ク
教
室
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
教
室
生
は
講

師
が
く
り
だ
す
様
々
な
マ
ジ
ッ

ク
に
驚
き
な
が
ら
も
、
指
導
を

受
け
、
楽
し
み
な
が
ら
し
っ
か

り
と
自
分
の
も
の
に
し
て
い
ま

し
た
。

女
性
の
元
気
を
結
集
！

　

く
に
み
女
性
教
室
開
講

り
に
全
体
学
習
と
グ
ル
ー
プ
学

習
に
取
り
組
み
ま
す
。

6 月 11 日 土 みみずく「おはなし会」 
子ども司書講座①

15 日 水 くにみ女性教室
18 日 土 少年仲間づくり教室②
19 日 日 塚野目古墳群現地説明会
23 日 木 ブックスタート
24 日 金 成人学級
25 日 土 国見っ子わんぱく広場②

7 月 2 日 土 沢木順コンサート 2016
少年仲間づくり教室③

4 日 月 休館日
6 日 水 子ども移動図書館（3 年生）
8 日 金 3 学級合同学習会

「町長講話」
9 日 土 子ども司書講座②

みみずく「おはなし会」

福島県立美術館　移動美術館
～国見に花開く美の精華～

◆日時
　6 月 11 日土から 6 月 19 日日
　午前 9 時から午後 5 時
◆会場　
　観月台文化センター大研修室
　ロダンや小磯良平の作品など 40 点を
展示します。

　

よ
し
も
と
お
笑
い
ま
つ
り 

in
国
見
町
を
5
月
21
日
、
観
月

台
文
化
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ル
で
開

催
し
、
パ
ン
ク
ブ
ー
ブ
ー
、
麒

麟
、
ジ
ャ
ン
グ
ル
ポ
ケ
ッ
ト
、

デ
ッ
カ
チ
ャ
ン
、
も
の
い
い
、

５
Ｇ
Ａ
Ｐ
の
テ
レ
ビ
で
お
な
じ

み
の
6
組
が
出
演
し
ま
し
た
。

　

出
演
者
に
よ
る
磨
き
抜
か
れ

た
漫
才
や
コ
ン
ト
は
、
老
若
男

女
問
わ
ず
会
場
を
爆
笑
の
渦
に

包
み
ま
し
た
。
ま
た
、
終
了
後

国見町に咲く中尊寺蓮開花式
　800 年の眠りから覚めた「中尊寺蓮」の開花式が、国見町中尊寺蓮育成会（氏家博昭代表）主催で開催
されます。今年も美しい蓮を是非ごらんください。
　◆日時　6 月 26 日日午前 9 時 30 分から
　◆会場　中尊寺蓮池周辺（西大枝字原前道下 124）
　※会場周辺には駐車スペースがありませんので、注意してください。

沢木順
コンサート 2016

◆日時　7 月 2 日土
　　　　午後 2 時開演
◆会場　観月台文化セン
　　　　ターホール
◆入場料　1,000 円
◆特別ゲスト　伊東えり
◆問い合わせ・チケット
　取扱い
　観月台文化センター　
　☎ 585-2676

　

阿
津
賀
志
学
級
開
講
式
は
4

月
28
日
、
71
人
の
学
級
生
が
参

加
の
下
、
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

交
通
安
全
大
学
へ
の
入
講
式
も

兼
ね
て
お
り
、
新
入
生
7
人
に

太
田
久
雄
町
長
か
ら
大
学
証
が

授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　

開
講
式
後
に
は
、
公
立
藤
田

総
合
病
院
の
堀
川
哲
男
院
長
を

講
師
に
「
認
知
症
に
は
運
動
が

有
効
か
」
と
い
う
演
題
で
記
念

講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。「
運

動
し
な
が
ら
計
算
や
し
り
と
り

を
す
る
ユ
ニ
グ
サ
イ
ズ
は
、
認

知
症
予
防
に
役
立
つ
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。
早
速
実
行
し
ま

し
ょ
う
」
と
話
し
ま
し
た
。

早
速
実
行
し
た
い
講
話

　

阿
津
賀
志
学
級
開
講
式
・
記
念
講
演

抱
腹
絶
倒
の
ス
テ
ー
ジ
！

　

よ
し
も
と
お
笑
い
ま
つ
り　

国
見
町

in

に
は
サ
イ
ン
色
紙
が
当
た
る
抽

選
会
も
行
わ
れ
、
来
場
者
を
喜

ば
せ
ま
し
た
。

講演する堀川院長デッカチャンが抽選を担当

遊
ん
で
学
ぶ
！

　

国
見
っ
子
わ
ん
ぱ
く
広
場
ス
タ
ー
ト

　

国
見
っ
子
わ
ん
ぱ
く
広
場
が

5
月
28
日
、
国
見
小
学
校
体
育

館
で
、
71
人
の
児
童
と
保
護
者

ス
タ
ッ
フ
が
出
席
し
、
開
所
し

ま
し
た
。

　

髙
橋
弘
信
放
課
後
子
ど
も
教

室
運
営
委
員
会
長
と
阿
部
雅
好

国
見
小
学
校
長
か
ら
「
1
年
間

楽
し
く
活
動
し
ま
し
ょ
う
」
と

お
話
し
が
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
1
年
間
使
う
名
札

作
り
、
新
聞
紙
を
使
っ
た
ゲ
ー

ム
で
、
賑
や
か
に
ス
タ
ー
ト
し

ま
し
た
。

新聞紙をつなげて競争だ！

ミュージカル俳優・沢木順が
国見町に贈るステージ

19 18



〒969-1792 福島県伊達郡国見町大字藤田字一丁田二1－7　国見町役場
TEL 024－585－2111　FAX 024－585－2181　E-mail somu@town.kunimi.fukushima.jp　URL www.town.kunimi.fukushima.jp/

放送日 放　送　内　容

6/17 「○○も楽しめる♪」

放送日 放　送　内　容

6/24 「いよいよ！！」

7/1 「夏の国見」

7/8 「待ち遠しい！！」

国見小学校運動会の取材に行っ
てきました。暑すぎず寒すぎずほ
どよい天候の中での運動会。競
技選手としてはもちろん、運営ス
タッフの仕事も真剣に取り組んで
いた上級生と頑張る上級生を全
力で応援する下級生の姿がほほ
えましい運動会でした。 （Y.Y）

あ と が き

カレンダー
くにみ6月

日 月 火 水 木 金 土
10 11

・広報くにみ
6月号発行日

・いきいきサロン
第8・第9

（午後1時半～）

・国見町子ども 
司書講座

12 13 14 15 16 17 18
・献血
・いきいきサロン

山崎（午後1時半～）

・粗大ごみ収集日
・くにみ女性教室
・いきいきサロン

第1（午後1時半～）

・戸籍窓口延長日
（午後7時まで）

・乳幼児健診
1歳6か月

・いきいきサロン
第2（午後1時半～）

・いきいきサロン
大木戸（午後1時半～）

・少年仲間づくり
教室

19 20 21 22 23 24 25
・国見町消防団 

定期点検
・塚野目古墳群 

現地説明会

・いきいきサロン
泉田下（午後1時半～）

・障がい者相談
・いきいきサロン

徳北・第7
（午後1時半～）

・戸籍窓口延長日
（午後7時まで）

・心配ごと相談
・いきいきサロン

泉田中（午後1時半～）

・成人学級
・いきいきサロン

源宗山（午前10時～）
光明寺（午後1時半～）

・くにみ市場
・国見っ子わんぱく

広場

26 27 28 29 30 7/1 7/2
・個人番号カード

交付臨時窓口
（午前8時半～午後
4時半）

・いきいきサロン
板橋（午前10時～）
高城（午後1時半～）

・いきいきサロン
石母田（午後1時半～）

・ご集印めぐりバス
ツアー

・いきいきサロン
貝田（午後1時半～）

・戸籍窓口延長日
（午後7時まで）

・税金等納期限町
県民税

・乳幼児健診3・9 か月
・いきいきサロン

大枝（午前10時～）

・いきいきサロン
第4（午後1時半～）

・沢木順コンサート
2016

・少年仲間づくり
教室

7/3 7/4 7/5 7/6 7/7 7/8 7/9
・観月台文化セン

ター休館日
・いきいきサロン

川内（午後1時半～）

・いきいきサロン
内谷・鳥取

（午後1時半～）

・粗大ごみ収集日
・いきいきサロン

太田川（午後1時半～）

・戸籍窓口延長日
（午後7時まで）

・いきいきサロン
塚野目（午後1時半～）

・広報くにみ
7月号発行日

・3学級合同学習会
・いきいきサロン

第8・第9
（午後1時半～）

・国見町子ども司書
講座


